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能登地域における大気エアロゾル粒子の磁気測定

Magnetic investigations of atmospheric aerosol particles in Noto

region
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　大気中に浮遊しているエアロゾル粒子のなかには健康影響を引き起こすものがあり、その危険性が指摘され

ている。健康影響の指標として、しばしばSPMやPM2.5などが用いられるが、これらの値は単純な重量濃度で

あるため、黄砂やばい煙などの健康影響が懸念される成分だけでなく、海塩粒子のように健康への悪影響が少

ないと考えられる成分も反映する。そのため、より健康影響に直結する成分の指標が必要とされている。しか

し、エアロゾル粒子の元素濃度分析のためには多大な時間と労力を要するため、連続測定は不可能である。本

研究では、簡易的な健康影響の指標としての連続測定の実現可能性が期待できる磁気測定に着目する。 

　磁気測定は、迅速に非破壊で行える高感度の測定法であり、しばしば人為汚染物質中に含有される磁性粒子

の量および種類を特定することができる。都市部のサンプルに適応した報告例はあるものの、汚染の程度が低

い遠隔地域の大気エアロゾル粒子サンプルについて磁気測定を行った例はなく、越境大気汚染が検出可能であ

るかは示されていない。本研究では、越境汚染の観測に適した能登地域において捕集したフィルタサンプルに

磁気測定を応用し、基礎データを得るとともに、エアロゾル粒子の健康影響の指標としての磁気データの実用

性を評価することを目的として調査を行った。 

　能登地域において2014年8月から2016年9月までの期間に1週間ごとに捕集した93のフィルタサンプルにつ

いて、磁気特性を調査した。本発表では、段階的な等温残留磁化獲得実験および交流消磁実験、低温磁気測定

実験によって得られた結果について報告する。
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